
 

合法木材供給事業者認定申請書（継続） 
 

令和  年  月  日 

 

一般社団法人 

全国木造住宅機械プレカット協会 

会長 工藤 和夫 殿 

 

（申請者） 

事業者の所在地： 

事業者の名称 ： 

代表者の役職 氏名 ：              印  

          

（認定を受けようとする工場①） 

工場所在地： 

               工場の名称： 

団体認定番号： 

 

（認定を受けようとする工場②） 

工場所在地： 

               工場の名称： 

団体認定番号： 

 

一般社団法人全国木造住宅機械プレカット協会の認定を得て木材・木材製品の合法性・持

続可能性の証明を継続して行いたいので、合法性・持続可能性の証明に係る事業者認定実施

要領に従い、下記のとおり関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

１ 創業年、従業員数 

（留意事項：継続して認定を受けようとする工場について記入してください。二以上の工場について

同時に認定を受けようとする場合は、それぞれについて記入してください。）  

 

 

工場名 創業年 従業員数 

① 工場   

② 工場   

 

 



２ 過去１年間の合法木材取扱実績量 

（留意事項：認定を受けようとする工場毎に、直近１年間の木材・木材製品の取扱量とそのうち合法

木材取扱量について記入してください。） 

 

（１）①工場（平成  年  月  日～平成  年  月  日） 

 

種   別 

 

木材・木材製品の取扱量 

 

 

うち合法性の証明されたも

のの取扱量 

入荷量m3 出荷量m3 入荷量m3 出荷量m3 

木材加工 プレカット

部材 

    

その他     

 

 

木材流通 

製材品     

合板     

集成材     

その他     

     

 

（２）②工場（平成  年  月  日～平成  年  月  日） 

 

種   別 

 

木材・木材製品の取扱量 

 

 

うち合法性の証明されたも

のの取扱量 

入荷量m3 出荷量m3 入荷量m3 出荷量m3 

木材加工 プレカット

部材 

    

その他     

 

 

木材流通 

製材品     

合板     

集成材     

その他     

     

 

 

３ 事業所の敷地、建物及び施設（土場、倉庫等）の配置状況   

（留意事項：継続して認定を受けようとする工場の建物、土場、倉庫等の配置が確認できる平面図（縮

尺は任意）を別添１として添付してください。また、この平面図には、合法木材とそれ以外の木材

について、資材保管、加工、製品保管のそれぞれの段階で分別管理する場所と面積を記入してくだ

さい。ただし、現状が３年前の認定時と変更ない場合は、その旨を記載し、図面添付の必要はあり

ません。） 

 



４ 分別管理及び書類管理の方針 

（留意事項：二以上の工場について同時に認定を受けようとする場合は、「分別管理及び書類管理の方

針書」は工場ごとに作成する必要はありませんが、分別管理責任者については、工場ごとに定め、

方針書の中に列挙して別添２として添付してください。） 

 

 

５ その他 

（既に、IS0、JAS、AQ等の認定を受けている場合は、工場ごとに記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考） 

別添２「分別管理及び書類管理方針書」の記載例 

                        会社名：              

                      令和  年  月  日作成 

 

本方針書は、一般社団法人全国木造住宅機械プレカット協会の「違法伐採対策に関する行

動規範」（平成２３年６月２３日）」を受け、合法性、持続可能性の証明された木材・木材製

品（以下「合法木材」という。）の供給に当たって必要となる分別管理の方針を定めたもので

ある。 

 

（適用範囲） 

本方針書は、当社プレカット工場において、プレカット用資材及び当該資材を原料として

製造するプレカット部材の取扱に当たって適用する。 

 

（分別管理責任者） 

・分別管理を適切に行うため、（役職     氏名     ）を分別管理責任者として

定める。 

・分別管理責任者は、合法木材の適切な分別管理及びその実施状況の点検を、責任をもっ

て行うものとする。 

 

（分別管理の実施） 

・資材の入荷に当たっては、納品書等により合法木材であるかそれ以外の木材であるかを

確認する。 

・資材の保管に当たっては、合法木材とそれ以外の木材が混在しないように、それぞれの

保管場所をテープや標識等により明示する。 

・プレカット部材の加工に当たっては、合法木材とそれ以外の木材が混在しないように加

工する。 

・プレカット部材の出荷に当たっては、合法木材であることを確認の上、納品書に記載す

る。 

・プレカット部材の保管に当たっては、合法木材を原料として製造した製材品と、それ以

外の木材を原料として製造した製材品が混在しないように、それぞれの保管場所をテー

プや標識等により明示する。 

 

（書類管理） 

・分別管理責任者は、合法木材及びそれ以外の木材に係る資材の消費量及びプレカット部

材の生産量を実績報告として取りまとめる。 

・合法木材の入出荷、在庫に関する情報が把握できるよう管理簿を備え付け適切に記載す

る。 

・証明書及び納品書、管理簿等の関係書類は、５年間整理保管する。 

以上 


